
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

朝
明
け
が
早
く
な
り
ま
し

た
し
、
日
中
は
、
汗
ば
む
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。 

今

朝
（
二
十
九
日
）
は
、
午
前
四
時
半
に
お
宮
に
出
社

し
ま
し
て
、
東
西
の
回
廊
（
か
い
ろ
う
）
や
社
務
所

の
拭
き
掃
除
を
終
了
後
、
午
前
五
時
過
ぎ
よ
り
、
拝

殿
前
の
清
掃
と
目
立
て
作
業
を
し
ま
し
た
。 

朝
食

を
は
さ
ん
で
、
約
二
時
間
か
か
り
ま
し
た
が
、
ま
る

で
、
枯
（
か
）
れ
山
水
（
さ
ん
す
い
）
の
お
庭
の
よ

う
に
様
変
（
さ
ま
が
）
わ
り
し
た
光
景
を
目
に
し
ま

す
と
、
達
成
感
に
満
た
さ
れ
ま
す
ね
。 

神
社
神
道

は
、「
外
清
浄
（
げ
し
ょ
う
じ
ょ
う
）」
と
「
内
清
浄

（
な
い
し
ょ
う
じ
ょ
う
）」
が
、
大
切
で
す
。 

外

清
浄
は
、
昨
日
ま
で
の
自
分
と
現
在
の
自
分
を
清
め

ま
す
。 

神
社
に
お
参
り
し
て
、
心
を
静
か
に
し
て
、

手
水
（
て
み
ず
）
に
て
、
清
め
る
、
こ
れ
が
外
清
浄

で
す
。 

そ
の
後
、
感
謝
を
捧
げ
て
、
未
来
を
祈
る
、

こ
れ
が
、
内
清
浄
で
す
。 

参
拝
さ
れ
る
方
の
外
清

浄
が
、
完
璧
に
な
る
た
め
に
、
私
の
心
と
体
を
清
め

る
、
私
に
と
っ
て
の
外
清
浄
こ
そ
が
、
日
々
の
清
掃

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

◇
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
奉
迎
行
事
が
、
盛
大
に
無
事

に
終
了
し
ま
し
た
。 

昨
年
の
山
口
国
体
に
引
き
続 

     

い
て
の
、
山
口
県
へ
の
行
幸
啓
（
ぎ
ょ
う
こ
う
け
い
）

で
し
た
。 

下
関
の
提
灯
行
列
の
実
行
委
員
会
の
事

務
局
を
仰
せ
つ
か
り
、
先
日
の
二
十
六
日
（
土
）
は
、

亀
山
八
幡
宮
に
お
い
て
、
奉
迎
の
成
功
祈
願
祭
と
、

最
終
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。 

翌
日
の
二
十

七
日(

日)

の
提
灯
奉
迎
は
、
約
四
千
人
が
参
加
さ
れ

た
よ
う
で
す
。 

提
灯
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
、
ス

イ
ッ
チ
を
オ
ン
す
る
と
点
灯
し
、
息
を
吹
き
か
け
る

と
、
消
灯
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
も
う
一
度
、
息
を

吹
き
か
け
る
と
点
灯
す
る
と
い
う
ハ
イ
テ
ク
提
灯

で
し
た
。 

終
了
後
の
反
省
会
で
、
宮
内
庁
総
務
課

長
を
通
じ
て
、「
提
灯
が
き
れ
い
で
感
動
的
で
し
た
。」

と
い
う
天
皇
陛
下
の
御
感
嘆
（
ご
か
ん
た
ん
）
が
、

関
係
者
へ
伝
聞
（
で
ん
ぶ
ん
）
さ
れ
ま
し
た
。 

幾

度
と
な
く
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
準
備
万
端
整

え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
労
苦
（
ろ
う
く
）
が
、

報
わ
れ
た
瞬
間
で
、
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
両
陛
下
が
、
提
灯
を
お
振
り
に
な
る
御
答
礼

（
ご
と
う
れ
い
）
が
、
殊
（
こ
と
）
の
外
（
ほ
か
）、

長
か
っ
た
事
も
併
（
あ
わ
）
せ
て
伝
え
ら
れ
ま
す
と
、

万
感
胸
に
迫
り
、
感
動
も
新
（
あ
ら
）
た
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。 

両
陛
下
が
、
提
灯
を
お
振
り
に
な

る
た
び
に
、
浮
か
び
上
が
る
両
陛
下
の
お
姿
、
ぼ
ん

や
り
と
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
言
葉
で
は
言

い
尽
く
せ
な
い
、
何
と
も
言
え
な
い
、
心
は
、
激
し

く
揺
（
ゆ
）
り
動
か
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
小
波
（
さ

ざ
な
み
）
が
、
体
の
中
に
寄
せ
て
は
返
す
、
そ
の
繰

り
返
し
の
よ
う
な
静
か
な
感
動
で
し
た
。 

二
十
八

日
（
月
）
に
は
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
か
ら
安
徳
天
皇

御
陵
（
あ
ん
と
く
て
ん
の
う
ご
り
ょ
う
）
参
拝
に
向

か
わ
れ
る
両
陛
下
、
さ
ら
に
、
御
陵
か
ら
海
響
館
へ

御
移
動
さ
れ
る
両
陛
下
を
、
奉
迎
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 

奉
迎
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、
異
口
同
音
（
い
く

ど
う
お
ん
）
に
、「
天
皇
陛
下
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
皇
后
陛
下
に
は
後
光
（
ご
こ
う
）
が
さ
し
て
い

た
。」
と
仰
（
お
っ
し
ゃ
）
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
が
、
私
も
同
感
で
し
た
。 

御
通
過
に
な
る
そ

の
数
秒
、
周
（
ま
わ
）
り
の
雰
囲
気
が
、
一
変
（
い

っ
ぺ
ん
）
す
る
の
で
す
よ
。 

な
ん
と
も
和
（
な
ご
）

や
か
で
温
（
ぬ
く
）
も
り
の
あ
る
心
地
に
さ
せ
ら
れ

る
の
で
す
ね
。 

 

◇
日
本
経
済
の
長
引
く
停
滞
（
て
い
た
い
）、「
失
わ

れ
た
二
十
年
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
期
間
に
、

何
が
本
当
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、「
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
」
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。 

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
取

り
戻
さ
せ
て
く
れ
た
、
奉
迎
の
二
日
間
で
し
た
。 

◇
宮
大
工
棟
梁
の
西
岡
常
一
氏
に
よ
る
と
、
千
二 

百
年
前
に
建
っ
た
法
隆
寺
の
柱
の
表
面
を
カ
ン
ナ 

宮
司
プ
レ
ス 
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で
二
，
三
ミ
リ
削
る
と
、
檜
（
ひ
の
き
）
特
有
の
芳 

香
（
ほ
う
こ
う
）
が
す
る
そ
う
で
す
。 

戦
後
の
六 

十
七
年
、
失
わ
れ
た
二
十
年
が
、
そ
の
檜
（
ひ
の
き
） 

の
表
面
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
身
が
、
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ 

Ａ
、「
日
本
人
の
誇
り
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

新
潟
県
の
中
越
地
震
の
被
災
地
で
、
背
中
を
丸
め
て 

俯
（
う
つ
む
）
か
れ
て
い
た
お
婆
（
ば
あ
）
さ
ん
が
、 

お
見
舞
い
に
お
立
ち
寄
ら
れ
た
両
陛
下
の
お
姿
を 

見
ら
れ
た
途
端
に
、
背
筋
（
せ
す
じ
）
が
、
ピ
ー
ン 

と
伸
び
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

日
本
人
の
心
に
安
ら 

ぎ
と
希
望
を
お
与
え
に
な
ら
れ
る
天
皇
皇
后
両
陛 

下
、
さ
ら
に
は
、
皇
室
の
御
存
在
こ
そ
が
、
我
々
日 

本
人
の
精
神
の
拠
所
（
よ
り
ど
こ
ろ
）
な
の
で
す
ね
。 

 

常
に
、「
国
安
（
や
す
）
け
れ 

民
（
た
み
）
安
け 

れ
」
と
お
心
を
寄
せ
続
け
、
祈
り
続
け
て
い
ら
っ
し 

ゃ
る
両
陛
下
に
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ 

ん
。 

「
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い
」、
そ
れ
こ
そ
が
、 

神
社
神
道
、
惟
神
（
か
む
な
が
ら
）
の
道
（
み
ち
） 

な
の
で
す
か
ら
。 

◇
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
は
、「
人
は
得
る 

事
で
生
計
を
立
て
、
与
え
る
事
で
人
生
を
築
く
」
と 

仰
（
お
っ
し
ゃ
）
い
ま
し
た
。 

こ
の
奉
迎
の
二
日 

間
の
感
激
一
入
（
か
ん
げ
き
ひ
と
し
お
）
を
生
活
の 

柱
に
、
年
中
の
祭
典
行
事
を
と
お
し
て
、「
日
本
人 

の
誇
り
」
を
多
く
の
方
々
に
取
り
戻
し
て
頂
く
努
力 

を
惜
し
ま
ず
、
運
命
共
同
体
と
し
て
の
地
域
社
会
が 

創
り
だ
せ
る
よ
う
、
さ
ら
に
邁
進
（
ま
い
し
ん
）
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

◇
五
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
五
月
一
日 

、
十
五
日 

▼
衣
更
え 

＊
五
月
五
日
（
立
夏
） 

 

▼
塩
釜
祭 

＊
五
月
五
日 

※
左
上
の
写
真 

 
 

 
 

 
 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
例
祭 

＊
五
月
十
九
日
～
二
十
日 

 
 

※
右
中
、
右
下
、
左
上
、
左
中
の
写
真 

 
 

 
 

 
 

 

▼
朝
粥
会 
＊
五
月
二
十
一
日 

 

▼
海
上
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
艇
、
安
全
祈
願
祭
参
拝 

 
 

※
右
下
の
写
真 

◇
五
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

  

▼
奉
賛
会
監
査
会
、
役
員
会 

 

＊
五
月
二
十
五
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

 

◇
全
国
植
樹
祭
天
皇
皇
后
両
陛
下
奉
迎
実
行
委
員
会 

＊
五
月
七
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日
、
二
十
六
日 

◇
天
皇
皇
后
両
陛
下
奉
迎
行
事 

 

＊
五
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
五
月
二
十
三
日
、
三
十
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
下
関
商
工
会
議
所
金
融
部
会
、
＊
演
題
「
彦
島

八
幡
宮
の
歴
史
と
文
化
」
＊
五
月
十
一
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
熊
南
神
社
総
代
会
、
＊
演
題 

「
三
感
四
恩
」 

＊
五
月
二
十
一
日 

 

▼
人
権
擁
護
委
員
活
動 

 
 

＊
な
や
み
ご
と
相
談 

＊
五
月
十
日 

 

▼
教
誨
活
動
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

＊
集
合
教
誨
（
女
子
） 

 

・
五
月
十
四
日 

 
 

＊
集
合
教
誨
（
男
子
） 

 

・
五
月
二
十
八
日 

 

▼
そ
の
他 

◇
皇
学
館
大
学
保
護
者
会
役
員
会
、
総
会 

 

＊
五
月
十
二
日
～
十
三
日 

 
 

◇
下
関
彦
島
消
防
団
彦
島
分
団
第
六
部
部
員
歓
送

迎
会 

＊
五
月
十
四
日 

 
 

◇
し
お
か
ぜ
の
里
保
育
園
監
査
会 

 

＊
五
月
二
十
二
日 

◇
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
五
月
二
十
三
日 

◇
西
山
小
学
校
歓
送
迎
会 

＊
五
月
二
十
五
日 


